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本
稿
は
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
か
ら
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
か
け
て
約
十
四
年
間
に
わ
た
り
、
関
西
大
学
環
境
都
市
学

部
で
建
築
史
学
を
教
授
し
て
お
ら
れ
た
永
井
規
男
教
授
を
中
心
に
、
関
西
大
学
文
学
部
の
日
本
美
術
史
学
の
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
っ
て
、
共

同
で
行
っ
た
妙
心
寺
の
建
築
お
よ
び
障
壁
画
の
調
査
に
基
づ
く
報
告
書
か
ら
、
五
つ
の
塔
頭
を
選
択
し
、
そ
れ
ら
の
客
殿
と
書
院
の
障
壁

画
の
構
成
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
論
考
で
あ
る
。
調
査
は
、
日
本
近
世
建
築
史
学
の
永
井
規
男
氏
、
日
本
近
世
美
術
史
学
の
山
岡
泰
造
氏
、

そ
し
て
筆
者
中
谷
伸
生
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
主
と
し
て
、
妙
心
寺
山
内
に
建
つ
四
十
六
の
塔
頭
寺
院
の
中
か
ら
特
徴

的
な
五
つ
の
塔
頭
の
障
壁
画
構
成
を
選
ん
で
検
討
し
、
客
殿
を
中
心
に
し
て
書
院
の
障
壁
画
が
、
い
か
な
る
や
り
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　

な
お
、
妙
心
寺
は
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
の
冬
に
起
こ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
大
内
の
乱
に
関
係
し
て
寺
地
と
寺
領
を
没
収
さ
れ
、
廃
寺

の
方
向
へ
追
い
詰
め
ら
れ
た
が
、
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
か
ら
再
興
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
乱
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
て

お
く
と
、
周
防
国
守
護
の
大
内
義
弘
が
、
足
利
義
満
に
招
か
れ
て
上
洛
の
途
中
、
和
泉
国
堺
で
挙
兵
し
て
、
義
満
へ
の
謀
反
を
企
て
た
。
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え
て
開
山
し
た
と
伝
え
ら
れ
る（

２
）。

明
治
に
入
っ
て
、
書
院
三
之
間
（
通
称
「
鉄
斎
之
間
」）
が
改
修
さ
れ
た
が
、
お
お
よ
そ
歴
史
的
な
建

築
を
遺
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
塔
頭
と
し
て
の
構
造
を
ほ
ぼ
遺
し
て
い
る
た
め
、
近
世
禅
宗
の
塔
頭
寺
院
の
姿
を
今
日
に

伝
え
る
建
築
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、『
聖
澤
院
往
古
記
事
』
に
よ
れ
ば
、
客
殿
の
障
壁
画
は
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
、
平
戸
藩
三
十
代
の
松
浦
壱
岐
守
棟

に
仕
え
る
絵
師
の
片
山
尚
景
が
、
京
に
上
っ
た
際
、
本
務
の
傍
ら
余
裕
の
で
き
た
と
き
に
制
作
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
客
殿
六
室
の

中
、
上
間
後
室
に
は「
十
牛
図
」、
上
間
前
室
に
は「
瀟
湘
八
景
図
」、
室
中
に
は「
獅
子
図
」、
下
間
後
室
に
は「
松
竹
梅
に
鶏
・
小
鳥
図
」、

下
間
前
室
に
は
「
松
に
鶴
・
柳
に
燕
・
芦
雁
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
す
べ
て
紙
本
墨
画
で
、
か
な
り
傷
ん
で
い
る
。
全
体
と
し
て
は
、

山
水
図
、
動
物
図
、
花
鳥
図
と
な
っ
て
お
り
、
入
口
に
花
鳥
図
を
設
置
し
て
い
る
。
山
岡
泰
造
氏
の
言
に
よ
れ
ば
、
室
中
に
動
物
図
を
描

く
の
は
、
か
な
り
新
し
い
傾
向
か
も
し
れ
な
い
と
い
う（

３
）。

客
殿
全
体
と
し
て
は
、
室
中
の
み
が
綿
密
な
計
画
に
従
っ
て
構
成
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
他
の
四
室
に
つ
い
て
は
「
空
漠
と
し
た
感
じ
が
つ
よ
い
」
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
狩
野
派
風
の
基
本
的
な
仕
事
に
倣
っ
て
、

半
ば
機
械
的
か
つ
職
人
的
に
景
物
を
配
置
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

土
井
次
義
氏
の
研
究
と
『
増
補
藩
臣
譜
略
』（
松
浦
史
料
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
絵
師
の
片
山
尚
景
は
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
に

京
都
に
生
ま
れ
、
父
が
片
山
正
信
（
号
が
隆
也
）
で
、
狩
野
派
の
重
鎮
で
あ
っ
た
狩
野
興
以
の
門
人
で
あ
っ
た
と
い
う（

４
）。

尚
景
は
名
を
親

信
、
通
称
弥
兵
衛
で
あ
る
。
習
慣
に
従
っ
て
、
若
年
の
と
き
に
は
父
に
絵
画
を
学
び
、
青
年
期
以
後
に
狩
野
尚
信
の
門
に
入
っ
て
、
や
が

て
寛
文
四
年（
一
六
六
四
）三
十
七
歳
の
と
き
に
松
浦
肥
前
守
鎮
信
に
招
聘
さ
れ
て
、
平
戸
藩
の
絵
師
に
な
っ
た
と
い
う
。
宝
永
二
年（
一

七
〇
五
）
に
七
十
八
歳
で
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
八
十
一
歳
で
平
戸
に
築
か
れ
た
亀
山
城
に
障
壁
画
を
描
い
て

い
る
。
ま
た
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
新
た
に
造
営
さ
れ
た
内
裏
に
他
の
多
く
の
絵
師
た
ち
と
共
に
障
壁
画
を
制
作
し
た
。
正
徳
三

年
（
一
七
一
三
）
八
十
六
歳
の
と
き
に
平
戸
に
帰
っ
て
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
九
月
九
日
に
九
十
歳
で
死
去
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

義
満
は
す
ぐ
さ
ま
討
伐
に
成
功
し
た
が
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
こ
の
乱
に
あ
た
っ
て
、
義
弘
側
に
妙
心
寺
住
持
の
拙
堂
宗
朴
が
加
わ

っ
て
い
た
と
い
う
噂
が
広
が
っ
た
た
め
、
義
満
の
怒
り
を
か
い
、
妙
心
寺
は
寺
産
を
幕
府
に
没
収
さ
れ
る
憂
き
目
を
み
た
。
門
徒
た
ち
は
、

花
園
の
地
か
ら
追
わ
れ
四
散
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
乱
の
後
三
十
三
年
が
経
っ
た
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
に
、
開
山
和
尚
入
壙
の
土
地

が
門
徒
へ
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
遡
っ
て
、
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
に
開
山
が
入
寂
し
た
後
、
開
山
塔
頭
の
微
笑
庵
が
造
立
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
の
庵
も
没
収
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
門
徒
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
か
ら
妙
心
寺
再
興
の
一
歩
が
始
ま
っ
た
と

い
う
。
こ
の
微
笑
庵
を
中
心
に
し
て
以
後
の
妙
心
寺
山
内
の
塔
頭
建
設
が
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
な
る（

１
）。

　

こ
う
し
た
存
廃
の
危
機
を
経
て
、
そ
し
て
ま
た
、
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
│
一
四
七
七
）
に
よ
る
荒
廃
を
経
て
、
山
内
の
各
塔
頭
の
建

築
は
、
建
立
、
再
建
、
改
築
、
改
修
、
移
築
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
更
を
加
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
複
雑
な
姿
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
塔
頭
の
障
壁
画
に
つ
い
て
も
、
建
築
物
の
建
立
や
改
修
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
、
塔
頭
側
の
意
向
や

絵
師
の
意
図
な
ど
、
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
ん
で
い
る
。
多
く
の
資
料
が
失
わ
れ
た
こ
と
も
含
め
て
、
障
壁
画
の

制
作
経
過
を
正
確
か
つ
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
に
は
困
難
を
伴
う
が
、
ざ
っ
く
り
と
俯
瞰
し
て
、
近
世
の
代
表
的
な
寺
院
の
障
壁
画
に
お
い

て
は
、
い
か
な
る
構
成
方
法
が
見
ら
れ
る
か
を
、
あ
く
ま
で
一
つ
の
事
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
事
実
関
係
に
基
づ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
流
派
を
越
え
た
絵
師
の
活
動
状
況
と
そ
の
社
会
的
位
置
づ
け
に
、
多
少
な
り
と
も
照
明
が
あ
た
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

第
一
章　

聖
澤
院
の
障
壁
画
構
成

　

永
井
規
男
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
大
本
山
妙
心
寺
山
内
に
位
置
す
る
聖
澤
院
は
、
妙
心
寺
四
派
の
道
場
と
な
っ
て
い

る
四
本
庵
の
一
つ
で
、
聖
澤
派
の
本
山
で
あ
る
。
大
永
四
年
（
一
五
二
三
）
に
創
立
さ
れ
、
天
蔭
徳
樹
が
、
師
の
東
陽
英
朝
を
開
祖
に
迎
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妙
心
寺
塔
頭
客
殿
（
方
丈
）
と
書
院
の
障
壁
画
構
成
（
中
谷
）

入
の
引
き
立
て
で
障
壁
画
を
任
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

さ
て
、
狩
野
典
信
（
一
七
三
〇

│

一
七
九
〇
）
は
、
木
挽
町
狩
野
家
の
権
威
を
確
立
さ
せ
た
、
い
わ
ば
中
興
の
人
物
で
あ
る
。
享
保
十

五
年
（
一
七
三
〇
）
に
水
戸
家
中
岡
部
忠
平
の
妻
を
実
母
に
し
て
江
戸
で
生
ま
れ
た
。
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
十
四
歳
の
と
き
に
、
九

代
将
軍
吉
宗
に
お
目
見
え
し
、
自
作
の
巻
物
一
巻
を
献
上
し
て
い
る
。
典
信
は
、
吉
宗
と
十
代
将
軍
家
治
、
そ
し
て
田
沼
意
次
に
深
く
寵

愛
さ
れ
た
。
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
三
十
三
歳
の
と
き
、
法
眼
の
位
を
得
て
中
務
卿
を
許
さ
れ
て
い
る
。
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）

三
十
四
歳
の
と
き
に
、
奥
御
用
絵
師
と
な
っ
た
が
（『
会
心
齋
筆
記
』）、
こ
の
時
期
、
有
力
画
家
で
あ
っ
た
中
橋
家
の
狩
野
祐
清
が
死
去

し
た
た
め
、
典
信
の
名
声
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
実
力
も
併
せ
も
つ
典
信
は
、
結
局
、
木
挽
町
狩
野
家
を
江
戸
時
代
随
一
の
名
家
に
押

し
上
げ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
四
十
八
歳
の
と
き
、
田
沼
意
次
か
ら
木
挽
町
の
土
地
を
拝
領
し
、
木
挽
町
狩
野
家

初
代
の
狩
野
尚
信
の
拝
領
地
で
あ
っ
た
江
戸
竹
川
町
か
ら
木
挽
町
に
移
り
、
以
後
、
木
挽
町
狩
野
家
を
名
乗
る
こ
と
に
な
る
（『
会
心
齋

筆
記
』）。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
五
十
一
歳
の
と
き
、
法
印
に
叙
せ
ら
れ
、
号
を
栄
川
院
と
称
し
た
（『
古
畫
備
考
』）。
寛
政
二
年
（
一

七
九
〇
）
六
十
一
歳
の
と
き
、
紫
宸
殿
の
賢
聖
障
子
絵
の
担
当
と
な
っ
て
下
命
を
受
け
、
す
べ
て
の
下
絵
類
を
用
意
し
て
上
京
と
な
っ
た

が
、
作
品
完
成
を
果
た
せ
ず
、
制
作
途
上
の
同
年
八
月
に
六
十
一
歳
で
死
去
し
て
い
る
（『
禁
裏
寛
政
御
造
営
記
』
（
６
））。

　

紫
宸
殿
賢
聖
障
子
絵
の
制
作
を
任
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
江
戸
狩
野
の
第
一
人
者
、
つ
ま
り
、
社
会
的
に
は
江
戸
時
代
の
絵
師
の
ト
ッ

プ
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
典
信
の
人
柄
は
、
寡
黙
で
お
と
な
し
い
人
物
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
他
方
、
岡
倉
天

心
に
よ
る
「
且
つ
其
の
性
質
、
画
家
と
云
は
ん
よ
り
は
寧
ろ
政
略
家
に
し
て
」（

７
）と
い
う
言
説
に
よ
っ
て
政
略
家
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
典
信
の
作
風
は
、
探
幽
風
の
余
白
を
用
い
た
江
戸
狩
野
の
性
格
を
示
し
て
い
る
が
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
長
崎
に
沈

南
蘋
が
や
っ
て
来
て
、
そ
の
後
全
国
に
写
生
的
な
絵
画
が
広
ま
る
と
い
う
時
代
の
要
請
に
敏
感
に
反
応
し
た
た
め
か
、
わ
ず
か
に
写
生
の

な
お
、
尚
景
の
長
男
で
あ
る
片
山
常
知
も
、
江
戸
に
出
て
、
狩
野
尚
信
を
継
い
だ
木
挽
町
家
二
代
狩
野
常
信
に
入
門
し
、
や
が
て
父
の
後

を
継
い
で
松
浦
家
に
仕
え
て
い
る
。

　

片
山
尚
景
の
作
風
は
、
狩
野
興
以
の
衣
鉢
を
継
ぐ
や
り
方
で
、
江
戸
時
代
初
期
の
狩
野
探
幽
風
を
も
採
り
入
れ
て
、
大
き
な
余
白
を
用

い
た
画
面
構
成
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
探
幽
の
観
念
的
な
空
間
把
握
と
は
異
な
っ
て
、
清
新
な
現
実
感
を
示
し
て
い
る
。
山
岡

泰
造
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
特
徴
は
、
皮
相
な
探
幽
風
を
嫌
っ
た
次
世
代
の
絵
師
た
ち
、
た
と
え
ば
、
山
口
雪
渓
ら
が
、
桃
山
時
代
の

長
谷
川
等
伯
ら
の
み
ず
み
ず
し
い
作
風
に
部
分
的
に
回
帰
し
、
新
旧
取
り
混
ぜ
た
新
た
な
作
風
を
確
立
し
て
、
あ
る
点
で
は
、
大
名
趣
味

を
採
り
入
れ
た
探
幽
に
対
抗
し
て
、
庶
民
感
覚
の
狩
野
派
風
絵
画
を
目
指
そ
う
と
し
た
ら
し
い（

５
）。

尚
景
も
そ
う
し
た
探
幽
の
次
世
代
に
あ

た
る
絵
師
で
、
随
所
に
圭
角
的
な
形
態
を
垣
間
見
せ
な
が
ら
、
切
れ
味
の
よ
い
作
風
を
目
指
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
聖
澤
院
客
殿
の
障

壁
画
は
、
い
さ
さ
か
余
白
が
大
き
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
計
八
十
六
面
も
の
大
量
の
大
画
面
を
仕
上
げ
る
た
め
の
、
一
つ

の
手
法
と
も
い
え
る
も
の
で
、
江
戸
後
期
に
勃
興
し
た
円
山
応
挙
を
は
じ
め
と
す
る
写
生
派
の
絵
画
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
客
殿
北
側
の
書
院
に
は
３
つ
の
部
屋
が
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
之
間
と
二
之
間
に
は
、
木
挽
町
狩
野
家
代
六
代
の
狩
野
栄
川
院

典
信
に
よ
る
壁
貼
付
絵
と
襖
絵
が
は
め
ら
れ
て
い
る
。
一
之
間
に
は
「
山
水
・
麒
麟
図
」
が
、
二
之
間
に
は
「
竹
林
七
賢
図
」
が
描
か
れ

て
い
る
。
す
べ
て
紙
本
墨
画
で
あ
る
。
一
之
間
の
動
的
な
「
山
水
・
麒
麟
図
」
に
対
し
て
、
二
之
間
に
は
静
的
な
「
竹
林
七
賢
図
」
が
配

置
さ
れ
、
こ
れ
ら
計
二
十
三
面
の
障
壁
画
に
は
、
狩
野
典
信
に
よ
っ
て
十
分
に
考
え
ぬ
か
れ
た
構
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
院
三
之

間
に
は
、
明
治
期
に
描
か
れ
設
置
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
富
岡
鉄
斎
の
障
壁
画
「
巖
栖
谷
飲
図
」
が
は
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
と
に
よ
る

と
、
こ
こ
に
は
元
来
、
典
信
の
障
壁
画
が
は
め
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
の
画
題
は
「
花
鳥
図
」
で
は
な
か
っ
た
か
。
と

い
う
の
も
、
狩
野
派
定
番
の
、
山
水
、
人
物
、
花
鳥
の
構
成
を
想
起
す
る
の
が
常
識
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
書
院
北
隣
に
あ
る
八
畳
之

間
と
六
畳
之
間
に
は
、
い
さ
さ
か
知
名
度
の
低
い
讃
岐
出
身
の
三
井
飯
山
が
健
筆
を
揮
っ
て
い
る
が
、
飯
山
は
鉄
斎
の
友
人
の
田
能
村
直
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名
を
景
山
守
俊
で
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
頃
に
生
ま
れ
、
文
化
年
間
に
死
去
し
た
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
七
十
歳
を
過

ぎ
る
ま
で
制
作
活
動
を
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る（

９
）。『

古
畫
備
考
』巻
三
十
の
上
に
、「
景
山
洞
玉
、
京
師
畫
家（
中
略
）狩
野
家
流
ニ
、

京
師
ノ
元
本
交
リ
シ
墨
畫
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る）

10
（

。
洞
玉
の
実
子
が
京
狩
野
派
の
狩
野
永
岳
で
あ
り
、
春
光
院
客
殿
の
障
壁
画
が
、
永

岳
周
辺
の
京
狩
野
家
の
絵
師
の
作
品
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
洞
玉
の
孫
に
あ
た
る
の
が
復
古
大
和
絵
派
の
冷
泉
為
恭
で
あ
る
。

洞
玉
は
、
狩
野
元
信
な
ど
の
正
統
な
古
狩
野
の
作
風
を
継
承
し
た
復
古
的
な
狩
野
派
絵
師
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
春
光
院
の
《
東
坡
風
水
洞

詩
意
図
》は
、
し
っ
か
り
と
し
た
硬
質
の
線
描
を
用
い
て
、
立
体
感
を
示
す
作
品
で
あ
る
。
同
時
に
洞
玉
は
、
鶴
沢
派
は
い
う
に
及
ば
ず
、

円
山
派
、
原
派
、
岸
派
な
ど
の
京
都
の
写
生
派
に
も
精
通
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
京
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
は
、
妙
心
寺
の
各
塔

頭
の
た
め
に
障
壁
画
や
掛
幅
を
数
多
く
制
作
し
て
お
り
、
京
狩
野
家
と
妙
心
寺
は
、
江
戸
の
木
挽
町
狩
野
家
と
同
様
に
、
深
い
繋
が
り
が

あ
る
。

　

続
い
て
、
西
側
隣
室
に
あ
る
書
院
に
は
、
土
方
稲
嶺
に
よ
る
障
壁
画
《
山
水
図
》
と
《
武
陵
桃
源
図
》
が
見
ら
れ
る
。
部
分
的
に
痛
み

が
激
し
く
大
幅
に
補
修
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
の
構
成
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。《
武
陵
桃
源
図
》は
、
桃
源
郷
へ
と
向
か
う
漁
師
が
、

今
ま
さ
に
洞
窟
の
前
に
い
る
場
面
で
あ
る
が
、
漁
師
の
姿
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
拡
大
し
た
障
壁
画
は
比
較
的
め
ず
ら
し
い
。

　

稲
嶺
の
生
涯
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
々
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
か
ら
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）

の
時
期
に
生
ま
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
姓
が
後
藤
で
名
を
廣
邦
と
い
い
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
頃
に
廣
輔
と
改
め
た
。
字
が
子

直
、
号
が
稲
嶺
で
あ
る
。
土
方
家
は
代
々
池
田
家
の
藩
老
臣
の
首
位
の
重
職
に
あ
り
、
荒
尾
志
摩
に
仕
え
る
下
級
武
士
の
家
柄
で
、
稲
嶺

は
そ
の
孫
に
あ
た
る
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
死
去
し
た
。
六
十
七
歳
死
亡
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

南
蘋
派
に
惹
か
れ
て
江
戸
に
出
て
宋
紫
石
に
師
事
し
た
。上
京
し
て
円
山
応
挙
門
に
入
ろ
う
と
し
た
が
断
ら
れ
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
が
、

信
憑
性
に
つ
い
て
は
疑
わ
し
い
。

要
素
を
導
入
し
て
お
り
、
探
幽
の
「
あ
い
ま
い
な
空
間
」
を
、
あ
る
て
い
ど
払
拭
し
て
、
比
較
的
合
理
的
な
空
間
把
握
を
実
現
し
て
い
る
。

ま
た
典
信
の
大
き
な
長
所
は
、
人
物
の
顔
貌
表
現
の
繊
細
流
麗
な
描
写
で
あ
る
。
江
戸
狩
野
に
流
れ
込
ん
だ
、
や
ま
と
絵
の
特
徴
が
こ
こ

に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
典
信
に
よ
る
聖
澤
院
書
院
障
壁
画
は
、
繊
細
流
麗
で
あ
る
と
と
も
に
、

一
種
の
理
想
的
で
爽
快
清
雅
な
印
象
を
与
え
る
作
品
で
あ
る
。
制
作
年
は
、
典
信
が
法
眼
で
あ
っ
た
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
か
ら
安

永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
期
間
、
つ
ま
り
、
典
信
が
三
十
三
歳
か
ら
五
十
歳
に
至
る
制
作
力
旺
盛
な
時
期
に
あ
た
る
。
障
壁
画
の
構
成
を

全
体
的
に
俯
瞰
す
れ
ば
、
山
水
、
動
物
、
人
物
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
し
、
隣
室
の
三
之
間
（
鉄
斎
之
間
）
に
典
信
の
「
花

鳥
画
」
が
は
め
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
狩
野
派
の
十
八
番
と
い
う
べ
き
「
山
水
、
動
物
、
人
物
、
花
鳥
」
の
図
様
構
成
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
二
章　

春
光
院
の
障
壁
画
構
成

　

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
春
光
院
古
今
院
記
事
』
と
『
本
院
歴
世
紀
事
』
に
よ
れ
ば
、
妙
心
寺
春
光
院
は
、
天
正
十

八
年
（
一
五
九
〇
）
年
に
創
建
さ
れ
た
龍
泉
派
下
栢
庭
派
の
塔
頭
で
あ
る
。
開
基
は
豊
臣
秀
吉
の
臣
下
で
あ
っ
た
堀
尾
山
城
主
守
吉
晴
で

あ
る
。
建
築
は
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
以
後
と
推
測
さ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
建
築
、
増
改
築
が

な
さ
れ
て
現
代
に
至
っ
て
い
る（

８
）。
客
殿
は
、
標
準
的
な
近
世
建
築
と
な
っ
て
お
り
、
書
院
も
「
江
戸
中
期
の
武
家
書
院
の
好
例
と
い
え
る

も
の
で
あ
る
。
軽
妙
で
あ
り
な
が
ら
お
ち
つ
い
た
風
格
を
備
え
た
建
築
で
あ
る
。」（

９
）と

解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

小
書
院
の
北
側
壁
面
に
は
、
景
山
（
狩
野
）
洞
玉
の
障
壁
画
《
東
坡
風
水
洞
詩
意
図
》
が
は
め
ら
れ
て
い
る
。
か
な
り
の
修
復
が
な
さ

れ
て
は
い
る
が
、
画
像
は
ほ
と
ん
ど
傷
む
こ
と
な
く
遺
さ
れ
た
。
こ
の
画
題
は
比
較
的
め
ず
ら
し
い
も
の
で
、
同
主
題
の
作
品
と
し
て
は
、

伝
狩
野
正
信
、
狩
野
探
幽
、
狩
野
尚
信
、
伝
狩
野
永
徳
ら
の
作
品
が
上
げ
ら
れ
る
が
、
大
画
面
の
絵
画
は
非
常
に
価
値
が
高
い
。
洞
玉
は
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妙
心
寺
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頭
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殿
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方
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の
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中
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妙
心
寺
塔
頭
客
殿
（
方
丈
）
と
書
院
の
障
壁
画
構
成
（
中
谷
）

律
宗
寺
院
で
あ
っ
た
北
山
金
台
寺
は
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）

に
妙
心
寺
派
の
禅
宗
寺
院
と
し
て
元
昌
喝
食
を
住
持
と
し
て
再
興

さ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
寺
院
は
池
上
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
後

に
金
台
寺
は
寺
地
を
移
転
さ
せ
る
と
と
も
に
寺
名
を
変
え
て
鳳
台

寺
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。
名
目
上
の
開
基
は
北
高
道
昌
な
る
人
物

で
あ
る
が
、
実
際
に
は
北
高
の
父
の
敬
堂
紹
欽（
紹
金
と
も
書
く
）

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
紹
欽
は
三
好
一
族
と
し
て
政
界
で
も

よ
く
知
ら
れ
た
有
力
商
人
で
あ
っ
た
。そ
の
後
の
慶
長
十
三
年（
一

六
〇
八
）
に
、
輝
岳
宗
暾
が
金
台
寺
を
譲
り
受
け
た
い
と
願
い
出

た
。
北
高
は
紹
欽
を
開
基
と
す
る
条
件
で
許
可
し
た
と
い
う）

14
（

。

　

現
在
見
ら
れ
る
金
台
寺
の
建
築
は
、
十
九
世
紀
前
半
頃
に
建
立

さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
現
在
は
め
ら
れ
て
い
る
障
壁
画
が
、

や
は
り
十
九
世
紀
前
半
頃
に
制
作
さ
れ
た
様
式
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
裏
付
け
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
客
殿
の
複
雑

な
構
成
か
ら
考
え
て
、
現
在
の
建
築
は
移
築
さ
れ
た
も
の
だ
と
考

え
た
い
。奇
妙
な
構
成
を
と
る
上
間
後
室
に
は「
山
水
・
人
物
図
」、

上
間
前
室
に
は
「
山
水
図
」、
室
中
に
は
「
人
物
図
」、
そ
の
西
隣

り
の
下
間
に
は
「
花
鳥
図
」
が
は
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
客
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て
は
、
伝
狩
野
永
岳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
正
確
な
作
者
特
定
は
難
し
い
。
永
岳
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
絵

師
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い）

12
（

。
客
殿
は
、
仏
壇
之
間
を
除

い
て
計
五
室
か
ら
な
っ
て
お
り
、
上
間
後
室
に
は
「
文
王
呂
尚
図
（
太
公
望
図
）」、
上
間
前
室
「
山
水
・
花
鳥
図
」、
室
中
に
も
「
山
水
・

花
鳥
図
」、
下
間
前
室
に
は
「
琴
棋
書
画
図
」、
下
間
後
室
に
は
「
山
水
・
花
鳥
図
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
下
間
後
室
は
、
現

在
で
は
作
者
不
明
の
水
墨
山
水
図
の
襖
が
は
め
ら
れ
て
お
り
、
元
来
は
め
ら
れ
て
い
た
伝
永
岳
の
「
山
水
・
花
鳥
図
」
は
四
隻
の
屏
風
に

改
装
さ
れ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

春
光
院
客
殿
の
伝
永
岳
の
作
風
は
、
京
狩
野
に
特
有
の
装
飾
的
で
華
麗
で
あ
っ
て
、
山
水
図
に
見
ら
れ
る
雄
大
な
景
観
描
写
や
、
下
間

後
室
の
「
山
水
・
花
鳥
図
」（
現
在
の
屏
風
）
な
ど
、
琳
派
の
其
一
に
も
匹
敵
す
る
質
の
高
さ
を
誇
る
も
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
か
な

り
力
量
の
高
い
京
狩
野
派
の
作
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
客
殿
全
体
と
し
て
は
、
狩
野
派
の
常
套
手
段
と
で
も
い
う
べ
き
や
り
方

で
、
山
水
、
人
物
、
花
鳥
が
描
か
れ
配
置
さ
れ
た
。

第
三
章　

金
台
寺
の
障
壁
画
構
成

　

妙
心
寺
金
台
寺
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
鳳
台
寺
を
改
称
し
て
名
づ
け
ら
れ
た
寺
院
で
あ
る
が
、
鳳
台
寺
の
以
前
の
名
称
が
金

台
寺
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
廃
絶
し
て
い
た
金
台
寺
を
明
治
期
に
再
興
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
塔
頭
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず「
寺
」

と
称
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
経
緯
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
永
井
規
男
氏
が
整
理
し
た
報
告
に
従
っ
て
簡
潔
に
ま
と
め
れ
ば
、
川
上
孤
山
が
大

正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
記
し
た
『
妙
心
寺
史
』
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
金
台
寺
は
池
上
寺
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
に
北
山
に

移
転
し
て
、
正
親
町
天
皇
が
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
に
北
山
金
台
寺
再
興
の
論
旨
を
下
賜
せ
ら
れ
た
と
い
う）

13
（

。
こ
の
間
の
経
緯
は
複

雑
で
、
資
料
も
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
永
井
氏
は
、
再
度
資
料
を
検
討
し
、
金
台
寺
再
興
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、（筆者作成）
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た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
残
り
の
場
面
が
遺
存
し
て
い
な
い
理
由
を
述
べ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
推
測
す
る
と
こ
ろ
、
移
築
に
伴
う
散
逸

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
西
端
の
部
屋
、
つ
ま
り
下
間
に
は
北
側
と
西
側
に
襖
絵
と
壁
貼
付
絵
に
よ
る
雄
大
な
《
花
鳥
図
》
が
描
か
れ
、
粉
本
使
用
の
狩

野
派
「
花
鳥
図
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
金
台
寺
客
殿
は
、
変
形
の
客
殿
で
は
あ
る
が
、
遺
存
す
る
約
半
数
の
障
壁
画
か
ら
推
測
し
て
、
本
来
は
倍
す
る
襖
絵
が
は
め
ら

れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
画
題
は
、
や
は
り
狩
野
派
の
典
型
的
な
山
水
、
人
物
、
花
鳥
で
あ
り
、
妙
心
寺
の
他
の
塔
頭
の
構
成
を
踏
襲

す
る
も
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

第
四
章　

退
蔵
院
の
障
壁
画
構
成

　

応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
に
、
尾
張
国
荒
尾
氏
の
出
身
で
妙
心
寺
三
世
の
無
因
宗
因
（
一
三
二
六
│
一
四
一
〇
）
は
、
波
多
野
出
雲
守

の
帰
依
に
よ
っ
て
、
波
多
野
の
邸
内
に
退
蔵
院
を
創
立
さ
せ
た
。
遡
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
退
蔵
院
は
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
以
前

に
妙
心
寺
山
内
に
造
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
後
の
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
に
本
山
か
ら
現
在
の
敷
地
を
与
え
ら
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る）

15
（

。
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
の
修
理
工
事
報
告
書
に
よ
る
と
、
方
丈
の
化
粧
屋
根
の
裏
板
面
に
「
慶
長
七
年
寅

二
月
」
の
釘
書
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
方
丈
は
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
が
、
永
井
規
男
氏
は
、
釘

書
の
あ
る
部
材
の
年
代
に
疑
問
を
も
ち
、
結
局
、
方
丈
の
建
立
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
以
前
で
、「
当
方
丈
の
建
立
年
代
は
、
永

禄
こ
ろ
か
ら
慶
長
以
前
ま
で
（
天
正
こ
ろ
）
の
間
、
す
な
わ
ち
一
五
六
〇
年
代
か
ら
一
五
九
〇
年
代
の
間
に
限
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。）

16
（

」

と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
移
築
説
な
ど
の
種
々
の
疑
問
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
退
蔵
院
方
丈
は
、
妙
心
寺
山

内
に
お
け
る
最
古
の
塔
頭
方
丈
建
築
だ
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う）

17
（

。

　

聖
澤
院
や
春
光
院
の
客
殿
と
比
較
す
る
と
、
著
し
く
変
形
し
た
部
屋
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
移
築
に
よ
る
た
め
と
推
測
さ

れ
る
。

　

障
壁
画
の
作
者
は
、
作
風
か
ら
い
っ
て
、
京
狩
野
派
の
狩
野
永
岳
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
絵
師
だ
と
推
測
さ
れ
る
が
、
不
明
な
点
も

多
々
残
さ
れ
て
い
る
。
上
間
後
室
に
は
《
蘭
亭
曲
水
図
》
が
描
か
れ
、
書
聖
王
羲
之
の
事
績
が
示
さ
れ
る
。
な
お
、「
蘭
亭
曲
水
図
」
の

図
様
は
、
早
く
か
ら
京
狩
野
も
手
が
け
て
お
り
、
京
都
随
心
院
に
遺
存
す
る
狩
野
山
雪
の
《
蘭
亭
曲
水
図
》（
八
曲
二
双
屏
風
）
が
有
名

で
あ
り
、
お
そ
ら
く
金
台
寺
障
壁
画
の
作
者
は
、
そ
の
屏
風
を
見
て
い
た
に
違
い
な
い
。
上
間
後
室
北
側
の
床
壁
貼
付
の《
山
水
図
》は
、

永
岳
風
、
あ
る
い
は
京
狩
野
風
と
い
っ
て
よ
い
爽
や
か
な
作
風
で
、
大
き
な
山
岳
と
楼
閣
が
描
か
れ
た
。
室
内
に
座
す
人
物
は
、
特
徴
の

あ
る
被
り
物
か
ら
い
っ
て
王
羲
之
で
あ
る
。
こ
の
部
屋
の
そ
の
他
の
場
面
は
、
流
れ
て
来
る
觴
（
盃
）
を
眺
め
な
が
ら
詩
を
読
む
文
士
た

ち
が
談
笑
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
西
側
の
上
部
に
は
め
ら
れ
た
天
袋
の
小
襖
四
面
に
は
、《
桐
鳳
凰
図
》
が
配
置
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
た
永
岳
風
に
金
を
あ
し
ら
っ
た
極
彩
色
の
鳳
凰
図
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
図
様
と
作
風
は
、
長
浜
市
に
あ
る
大
通
寺
に
、

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
永
岳
に
よ
る
《
桐
鳳
凰
図
》（
襖
二
面
）
が
遺
存
し
て
い
る
の
で
参
考
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
金
台
寺
の
そ

れ
は
、
や
は
り
京
狩
野
の
絵
画
で
あ
ろ
う
。

　

続
い
て
上
間
前
室
の
北
側
に
は
《
楼
閣
山
水
図
》
が
描
か
れ
て
い
る
。
険
し
い
山
岳
の
中
に
建
つ
楼
閣
や
周
囲
の
林
の
描
写
は
、
き
わ

め
て
爽
や
か
で
達
筆
で
あ
る
。
か
な
り
腕
の
あ
る
絵
師
に
よ
る
絵
画
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
な
お
、
も
と
も
と
は
東
側
と
西

側
、
そ
し
て
、
や
は
り
南
側
に
も
障
壁
画
が
は
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

さ
て
、
隣
室
の
室
中
に
も
北
側
の
み
障
壁
画
が
遺
存
し
て
お
り
、
図
様
は
「
琴
棋
書
画
」
の
中
の
「
書
」
の
場
面
で
あ
る
。
典
型
的
に

狩
野
派
的
な
三
人
の
人
物
が
大
き
く
描
か
れ
、
そ
の
顔
貌
は
、
や
は
り
永
岳
の
そ
れ
に
似
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
室
中
に
は
「
琴
」
と

「
棋
」
と
「
書
」
と
「
画
」
の
四
場
面
が
描
か
れ
て
い
た
は
ず
で
、
そ
う
す
る
と
、
襖
絵
は
東
西
南
北
の
四
つ
の
箇
所
に
は
め
ら
れ
て
い
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さ
て
、
方
丈
に
お
け
る
南
側
の
三
室
、
つ
ま
り
、
上
間
後
室
に
は
狩
野
常
信
系
統
の
「
山
水
図
」、
上
間
前
室
に
は
渡
辺
了
慶
筆
《
剡

谿
訪
戴
図
》、
室
中
に
は
渡
辺
了
慶
筆
《
西
湖
図
》、
下
間
前
室
に
は
渡
辺
了
慶
筆
《
西
湖
図
》、
下
間
後
室
に
は
狩
野
常
信
系
統
の
「
花

鳥
図
」
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
了
慶
は
狩
野
光
信
の
門
人
で
あ
り
、
探
幽
風
も
採
り
入
れ
て
い
る
が
、
筆
跡
は
か
な
り
硬
い
。
了

慶
の
障
壁
画
を
検
討
し
て
み
る
と
、《
剡
谿
訪
戴
図
》
で
は
、
雪
景
色
の
中
、
幾
人
か
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、「
巧
み
に
構
図
を
と

り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
画
面
に
豊
か
な
詩
情
を
湛
え
て
い
る
。
筆
法
も
簡
潔
で
や
わ
ら
か
く
、
他
の
二
室
を
眞
体
と
す
れ
ば
、
こ
の
室
は

行
体
で
描
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。）

18
（

」

　

続
い
て
、
渡
辺
了
慶
に
よ
る
室
中
の
「
西
湖
図
」
と
下
間
前
室
の
「
西
湖
図
」
は
、
山
岡
泰
造
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
襖
十
二

面
は
、
繋
が
り
が
不
自
然
で
、
元
来
の
図
様
構
成
を
か
な
り
変
更
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
破
損
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
作

風
は
興
味
深
く
、「
名
所
絵
的
な
性
格
を
希
薄
に
し
て
、
空
間
構
成
そ
の
も
の
に
対
す
る
志
向
を
強
め
て
い
る
。
こ
れ
は
狩
野
山
楽
筆
の

正
伝
寺
や
大
徳
寺
の
山
水
図
襖
絵
な
ど
と
似
た
傾
向
で
あ
り
、
桃
山
時
代
の
特
色
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。）

19
（

」と
解
釈
さ
れ
た
。
な
お
、

了
慶
の
障
壁
画
は
妙
心
寺
大
法
院
に
も
遺
存
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、
方
丈
の
上
間
後
室
に
は
、
常
信
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
花
井
臨
川
に
よ
る
《
山
水
図
》
が
は
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
画
面
に
は

「
狩
野
常
信
受
業
三
代 

法
橋
花
井
臨
川
筆
」
の
款
記
が
墨
書
さ
れ
、
そ
の
下
に
、「
由
紫
斎
（
カ
）」
の
白
文
方
印
、「
臨
川
常
俊
」
の
朱

文
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。「
常
俊
」
と
い
う
絵
師
の
名
前
は
、『
古
畫
備
考
』
に
記
載
が
あ
り
、
尚
信
あ
る
い
は
常
信
に
連
な
る
木
挽
町

狩
野
家
の
絵
師
で
あ
る
が
、
こ
の
退
蔵
院
の
常
俊
が
、『
古
畫
備
考
』
の
常
俊
で
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

　

続
い
て
、
方
丈
の
下
間
後
室
に
は
、
同
じ
く
花
井
臨
川
に
よ
る
《
花
鳥
図
》
が
は
め
ら
れ
て
い
る
が
、
や
や
筆
力
が
弱
く
て
潤
い
の
な

い
襖
絵
は
、
臨
川
と
い
う
絵
師
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う）

20
（

。

　

さ
て
、
極
め
て
貴
重
な
障
壁
画
が
、
現
在
の
方
丈
の
真
前
（
通
常
は
仏
壇
の
間
に
あ
た
る
）
及
び
そ
の
奥
の
物
置
に
は
め
ら
れ
て
い
た
。

（筆者作成）

（永井研究室作成）
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し
か
し
、
こ
の
真
前
と
物
置
は
大
き
く
改
築
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
は
昭
堂
と
呼
ば
れ
る
部
屋
が
存
在
し
た
。
そ
の
昭
堂
の
天
井
に
は
、

か
つ
て
直
径
二
メ
ー
ト
ル
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
円
形
の
天
井
画
《
蟠
龍
図
》（
紙
本
墨
画
）
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
の
《
蟠

龍
図
》
は
、
現
在
は
「
ま
く
り
」
の
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
龍
が
上
か
ら
見
下
ろ
す
や
り
方
で
、
昭
堂
東
西
の
側
壁

に
は
《
唐
獅
子
図
》
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
《
唐
獅
子
図
》
も
ま
た
、
現
在
は
「
ま
く
り
」
の
状
態
で
、
計
六
枚
に
分
断
さ
れ

て
保
管
さ
れ
て
い
る
。《
唐
獅
子
図
》
は
、
作
風
の
特
徴
か
ら
、
狩
野
常
信
の
筆
に
な
る
も
の
と
推
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い）

21
（

。

　

以
上
、
退
蔵
院
の
障
壁
画
は
、
大
幅
な
改
修
に
伴
っ
て
、
障
壁
画
の
撤
去
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
復
元
し
て
考
察
す
る
こ
と
に

は
、
若
干
の
困
難
が
伴
う
が
、
上
記
に
ま
と
め
た
よ
う
な
障
壁
画
制
作
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
江
戸
の
木
挽
町
狩
野
家
の
請
負
仕
事
の

実
態
の
一
つ
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
狩
野
常
信
が
門
下
の
絵
師
た
ち
を
率
い
て
、
塔
頭
全
体
の
障
壁
画
構
成
を
決
定
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

第
五
章　

養
源
院
の
障
壁
画
構
成

　

養
源
院
は
霊
雲
派
に
属
す
寺
院
で
あ
り
、
日
峰
宗
舜
を
開
祖
と
し
て
い
る
。
応
永
六
年
（
一
三
九
九
）
の
大
内
の
乱
に
際
し
て
寺
地
と

寺
領
を
没
収
さ
れ
た
妙
心
寺
は
、
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
以
後
に
再
興
の
気
運
が
盛
り
上
が
り
、
犬
山
瑞
泉
寺
に
い
た
日
峰
が
京
に
上

っ
て
養
源
院
に
居
住
し
、
妙
心
寺
の
再
興
に
力
を
入
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る）

22
（

。
客
殿
（
本
堂
）
は
慶
長
期
（
一
五
九
六
-一
六
一
四
）
に
建

立
さ
れ
て
お
り
、
永
井
規
男
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
妙
心
寺
山
内
の
塔
頭
と
し
て
は
平
均
的
な
建
築
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
世
塔
頭
の
趣

を
伝
え
る
比
較
的
小
規
模
な
建
築
群
で
あ
る
と
い
う）

23
（

。

　

客
殿
の
建
築
は
、
現
在
、
創
建
時
の
建
築
に
復
元
・
改
修
さ
れ
て
一
般
的
な
六
室
構
成
に
さ
れ
て
い
る
。
障
壁
画
は
、
狩
野
常
信
の
流

れ
を
汲
む
木
挽
町
狩
野
家
お
よ
び
そ
の
門
下
の
絵
師
た
ち
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
お
り
、
知
ら
れ
ざ
る
絵
師
で
あ
る「
常
俊
」、「
常
棟
」、「
常

（永井研究室作成）
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關
西
大
學
『
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學
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集
』
第
六
十
六
巻
第
四
号

二
一

妙
心
寺
塔
頭
客
殿
（
方
丈
）
と
書
院
の
障
壁
画
構
成
（
中
谷
）

お
わ
り
に

　

妙
心
寺
の
五
つ
の
塔
頭
に
お
け
る
客
殿
と
書
院
の
障
壁
画
の
構
成
を
検
討
す
る
と
、
各
々
の
部
屋
の
主
題
お
よ
び
図
様
の
配
置
が
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
た
か
が
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
理
解
で
き
る
。
妙
心
寺
は
、
基
本
的
に
木
挽
町
狩
野
家
と
京
狩
野
家
と
が
主
導
権
を
握
り
、

と
き
に
協
力
し
、
と
き
に
競
争
を
行
い
な
が
ら
障
壁
画
制
作
を
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
時
代
が
下
る
と
、
そ
こ
に
鶴
沢
派
や
円
山
派
、
四

条
派
が
加
わ
っ
て
、
制
作
が
進
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
流
派
が
参
加
し
た
と
い
っ
て
も
、
主
導
し
た
の
は
、
や
は

り
江
戸
と
京
の
狩
野
派
で
あ
る
。

　

狩
野
派
に
よ
る
制
作
手
順
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
塔
頭
を
見
る
限
り
、
時
代
を
主
導
す
る
絵
師
、
た
と
え
ば
、
狩
野
常
信
、
狩
野
典

信
、
狩
野
永
岳
ら
が
門
人
た
ち
を
率
い
て
、
塔
頭
全
体
を
統
括
し
た
可
能
性
が
高
い
。
狩
野
常
信
ら
の
主
導
的
絵
師
が
、
自
ら
京
に
や
っ

て
く
る
場
合
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
江
戸
狩
野
に
関
し
て
は
、
経
費
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
も
あ
っ
て
、
主
導
的
な

絵
師
は
上
京
せ
ず
、
京
都
の
狩
野
派
門
人
た
ち
の
助
力
を
得
て
、
江
戸
で
制
作
し
た
絵
画
の
「
ま
く
り
」
を
京
の
塔
頭
に
運
ん
で
、
現
地

で
最
終
的
に
壁
へ
の
貼
付
や
襖
へ
の
表
具
作
業
を
遂
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
主
導
的
な
絵
師
が
、
す
べ
て
の
下
絵
類
を
用
意

し
て
上
京
し
、
現
場
で
作
品
制
作
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
一
例
を
挙
げ
て
お
く
と
、『
寛
政
度
内
裏
造
事
記
』
に
よ
れ
ば
、
寛

政
度
の
内
裏
造
営
に
際
し
て
は
、
障
壁
画
制
作
を
任
さ
れ
た
木
挽
町
狩
野
家
六
代
の
狩
野
典
信
は
、
江
戸
で
描
い
た
下
絵
類
の
す
べ
て
を

京
に
運
び
、
現
地
で
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る）
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客
殿
、
書
院
と
も
に
、
狩
野
派
の
作
法
に
従
っ
て
、
山
水
図
、
人
物
図
、
動
物
図
、
花
鳥
図
を
基
本
に
し
て
、
状
況
に
合
わ
せ
て
配
置

し
た
。
状
況
に
合
わ
せ
て
と
い
う
意
味
は
、
塔
頭
側
の
注
文
や
意
向
、
あ
る
い
は
絵
師
側
の
絵
画
的
意
図
や
制
作
手
順
、
さ
ら
に
は
、
資

金
の
過
多
に
応
じ
て
制
作
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

梅（
カ
）」ら
が
加
わ
っ
て
制
作
に
か
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
の
障
壁
画
も「
ま
く
り
」の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
失
わ
れ
た
部
分
も
数
多
く
、
元
の
設
置
場
所
を
推
定
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
花
井
臨
川
常
俊
と
い
う
人
物
に
つ
い
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
、
常
信
の
弟
子
筋
に
あ
た
り
、
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
活
動
し
た
絵
師
と
推
測
さ
れ
る
と
だ
け
い
っ
て

お
き
た
い）

24
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さ
て
、
山
岡
泰
造
氏
の
推
測
に
よ
っ
て
強
い
て
画
題
を
各
室
に
配
置
す
る
と
、
室
中
に
「
龍
図
」、
上
間
後
室
と
前
室
に
「
人
物
図
（
四

愛
図
と
四
季
耕
作
図
）」、
下
間
後
室
と
前
室
に「
花
鳥
図（
二
種
類
の
画
題
）」と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
他
に「
山
水
図（
二

種
類
の
画
題
）」
な
ど
も
遺
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
障
壁
画
が
、
す
べ
て
客
殿
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

一
部
、
書
院
の
障
壁
画
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
現
在
の
仏
間
は
、
後
方
に
部
屋
を
保
持
し

て
い
た
と
推
測
さ
れ
、客
殿
の
他
の
五
室
か
ら
は
半
ば
独
立
し
た
昭
堂
と
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。昭
堂
の
奥
壁
と
東
西
の
側
壁
に
は
、

桃
山
時
代
の
様
式
を
踏
襲
し
た
金
地
極
彩
色
に
よ
る
「
松
図
」
と
「
梅
図
」
が
貼
付
さ
れ
て
い
た
。
山
岡
泰
造
氏
は
、
こ
れ
ら
の
作
風
に

つ
い
て
、「
横
臥
気
味
の
幹
や
、
粘
り
の
あ
る
屈
曲
を
見
せ
る
枝
ぶ
り
は
、
永
徳
時
代
の
直
線
的
で
鋭
い
表
現
の
次
の
段
階
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
妙
心
寺
の
遺
品
か
ら
み
る
と
狩
野
山
楽
あ
た
り
の
作
風
に
近
い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、

昭
堂
の
金
地
極
彩
色
の
壁
貼
付
絵
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
開
山
堂
修
理
銘
札
に
記
録
が
あ
る
と
お
り
、
妙
心
寺
玉
鳳
院
、
す
な

わ
ち
開
山
堂
微
笑
庵
昭
堂
の
壁
画
を
剥
が
し
て
移
転
さ
せ
た
も
の
で
あ
る）
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以
上
の
見
解
を
敷
衍
し
て
考
え
る
と
、
養
源
院
の
障
壁
画
に
つ
い
て
は
、
常
棟
に
よ
る
余
白
を
用
い
た
山
水
図
を
見
る
限
り
、
探
幽
風

の
水
墨
画
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、
他
方
、
山
楽
以
後
の
京
狩
野
家
の
流
れ
を
引
く
作
風
が
し
っ
か
り
と
継

承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
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三

妙
心
寺
塔
頭
客
殿
（
方
丈
）
と
書
院
の
障
壁
画
構
成
（
中
谷
）

（
10
）
山
岡
泰
造
「
小
書
院
の
障
壁
画
に
つ
い
て
」、
同
書
、
七
七
│
九
八
頁
。

（
11
）
同
書
、
九
六
頁
。

（
12
）
前
掲
書
、
拙
著
『
大
坂
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
』、
一
一
二
│
一
一
三
頁
。

（
13
）永
井
規
男「
三
つ
の
金
台
寺
│
妙
心
寺
塔
頭
金
台
寺
の
前
歴
│
」、『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』第
四
号
、
関
西
大
学
博
物
館
、
平
成
十
年（
一
九
九
八
）、

二
九
│
三
〇
頁
。

（
14
）
同
書
、
三
一
│
三
四
頁
。

（
15
）
永
井
規
男
「
退
蔵
院
の
歴
史
と
方
丈
建
築
」、『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
五
号
、
関
西
大
学
博
物
館
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）、
一
一
〇
│
一

一
一
頁
。

（
16
）
同
書
、
一
一
五
│
一
一
六
頁
。

（
17
）
同
書
、
一
一
八
頁
。

（
18
）
山
岡
泰
造
「
退
蔵
院
方
丈
の
渡
辺
了
慶
の
障
壁
画
」、
同
書
、
一
二
四
頁
。

（
19
）
同
書
、
一
二
八
│
一
二
九
頁
。

（
20
）
拙
稿
「
伝
常
信
・
常
梅
（
カ
）・
常
元
・
常
俊
及
び
永
岳
の
障
壁
画
│
退
蔵
院
昭
堂
及
び
書
院
そ
の
他
の
障
壁
画
と
残
欠
│
」、
同
書
、
一
三
六
│
一
三

七
頁
。

（
21
）
同
書
、
一
三
一
│
一
三
三
頁
。

（
22
）
永
井
規
男
「
養
源
院
の
歴
史
と
建
築
」、『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
八
号
、
関
西
大
学
博
物
館
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）、
五
二
頁
。

（
23
）
同
書
、
五
三
頁
。

（
24
）
拙
稿
「
妙
心
寺
養
源
院
の
障
壁
画
」、
同
書
、
七
〇
頁
。

（
25
）
同
書
、
五
四
頁
。
こ
の
金
地
極
彩
色
障
壁
画
の
詳
細
な
解
説
に
つ
い
て
は
、
福
井
麻
純
「
妙
心
寺
養
源
院
の
金
碧
障
壁
画
に
つ
い
て
」、
同
書
、
六
五

│
六
九
頁
、
を
参
照
。

（
26
）
武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』、
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）、
三
一
三
頁
。
拙
稿
「
江
戸
か
ら
運
ば
れ
た
《
唐
獅
子
図
》
│
狩
野
常
信

の
工
房
に
よ
る
妙
心
寺
退
蔵
院
障
壁
画
残
欠
│
」、『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
十
五
号
、
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
刊
行
会
、
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）、

一
〇
七
頁
。
前
掲
書
、
拙
著
『
大
坂
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
』、
五
五
頁
。

だ
が
、
こ
れ
ら
の
客
殿
と
書
院
の
障
壁
画
に
つ
い
て
は
、
塔
頭
間
に
よ
る
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
ず
、
全
体
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
、

決
ま
っ
た
手
順
に
従
っ
て
、
職
人
的
か
つ
、
か
な
り
機
械
的
に
坦
々
と
作
業
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
図
様
に
つ
い
て
も
、「
東

坡
風
水
洞
詩
意
図
」
や
「
剡
谿
訪
戴
図
」
な
ど
の
比
較
的
め
ず
ら
し
い
画
題
も
含
ま
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
も
特
殊
な
画
題
で
は

な
い
。
多
く
は
、「
山
水
」、「
西
湖
」、「
龍
」、「
麒
麟
」、「
虎
」、「
雁
」、「
松
」、「
竹
」、「
梅
」、「
草
花
」、「
太
公
望
」、「
竹
林
七
賢
」、

「
武
陵
桃
源
図
」
な
ど
、
各
々
の
塔
頭
に
共
通
す
る
思
想
性
の
乏
し
い
図
様
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
探
幽
風
、
京
狩
野
風
の
典

型
的
な
狩
野
派
系
画
題
と
図
様
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
繰
り
返
し
が
見
て
と
れ
る
。
塔
頭
側
か
ら
の
注
文
も
、
思
想
的
、

宗
教
的
、
教
義
的
な
難
し
い
内
容
と
は
思
え
ず
、
先
行
す
る
塔
頭
の
障
壁
画
を
考
慮
し
な
が
ら
、
前
例
に
従
っ
て
坦
々
と
決
定
さ
れ
た
印

象
を
受
け
る
。

註（
1
）
川
上
貢
「
妙
心
寺
の
寺
域
景
観
と
建
築
」、『
日
本
古
寺
美
術
全
集 
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妙
心
寺
』、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）、
集
英
社
、
九
〇
│
九
一
頁
。

（
2
）
永
井
規
男
「
聖
澤
院
の
歴
史
と
建
築
」、『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
二
号
、
関
西
大
学
博
物
館
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）、
三
四
頁
。

（
3
）
山
岡
泰
造
「
聖
澤
院
客
殿
の
障
壁
画
│
片
山
尚
景
の
壁
貼
付
絵
と
襖
絵
│
」、
同
書
、
四
六
│
五
〇
頁
。

（
4
）
土
井
次
義
「
妙
心
寺
の
障
壁
画
と
片
山
尚
景
、『
禅
文
化
』
第
二
号
、
花
園
大
学
禅
文
化
研
究
会
、
昭
和
三
十
年
。
山
岡
泰
造
「
聖
澤
院
客
殿
の
障
壁

画
―
片
山
尚
景
の
壁
貼
付
絵
と
襖
絵
│
」、
同
書
、
四
九
│
五
〇
頁
。

（
5
）
山
岡
泰
造
「
聖
澤
院
客
殿
の
障
壁
画
│
片
山
尚
景
の
壁
貼
付
絵
と
襖
絵
│
」、
同
書
、
五
四
頁
。

（
6
）
拙
著
『
大
坂
画
壇
は
な
ぜ
忘
れ
ら
れ
た
の
か
│
岡
倉
天
心
か
ら
東
ア
ジ
ア
美
術
史
の
構
想
へ
│
』、
醍
醐
書
房
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）、
五
六
頁
。

（
7
）
岡
倉
天
心
「
日
本
美
術
史
」、『
岡
倉
天
心
全
集
・
四
』、
平
凡
社
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）、
一
四
〇
頁
。

（
8
）
永
井
規
男
「
春
光
院
の
歴
史
と
建
築
」、『
関
西
大
学
博
物
館
』
第
三
号
、
関
西
大
学
博
物
館
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）、
六
一
│
六
三
頁
。

（
9
）
同
書
、
七
四
頁
。


